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取材の現場から

ものづくり技術

左から生産部門プロジェクトマネージャーの宿谷氏、相談役 杉山氏、薬事部担当役員付の梅原氏、
製造部 部長の川崎氏

紙のラベルと共に電子タグも一緒に貼り付け、生産量は向上　不良も自動で選別する 導入した製造ライン

WEBサイト

当社は試薬の製造方法を効率化したことで生産性
を向上させた。この改善を、同業他社にも工場見
学で共有したとのこと。本来、ノウハウの詰まった製
造方法は機密扱いとなるが、あえて公開することで、
Give & Take精神で、お互いの学習機会にしてい
るという。業界全体をより良くすることを目指す、視座
の高さも特長である。

140百万円

314人

代表取締役 塚田聡

1951年9月

〒252-0331
相模原市南区大野台
4-1-93  相模原生産センター

医薬品製造業

株式会社シノテスト

1951年に世界に先駆けて臨床検査薬の製造、販売
を始めた会社である。臨床検査薬は、人の血液に
含まれる鉄・コレステロールなどの成分を測定する試
薬で健康状態を把握するために行う健康診断や病
気の診断などに使われている。これまで4,000以上の
病院・医療機関に自社の臨床検査薬を提供しており、
現在では生化学分野での製品開発はもちろん、免疫
検査分野や遺伝子検査分野へ研究・開発の幅を広
げている。
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世
界
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臨
床
検
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・
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し
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検
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な
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ジ
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も
行
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
層
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率
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が
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で
し
た
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助
事
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当
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型
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製
造
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あ
り
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し
た
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試
薬
は
、
第
一
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第
二
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薬
を
使
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く
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製
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別
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し
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が
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一
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市
場
の
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び
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測
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る
こ
と
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金
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な
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導
入
し
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る
と
、
他
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用
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る
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か
り
、
工
場
内
の
革
新
も
進
み
ま
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、
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担
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。

「
試
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不
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出
せ
な
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」
と
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う

責
任
感
で
作
業
が
丁
寧
に
な
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、
時
間

も
か
か
っ
て
い
ま
し
た
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善
さ
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、
生
産
性
は
向
上
し
ま
し
た
。

　
販
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ュ
ニ
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シ
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ら
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。
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業
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ち
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情
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す
る
こ
と

で
、
顧
客
と
向
き
合
い
な
が
ら
会
社
や

製
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。
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る
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製
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携
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す
。

補助事業のきっかけ

・当社は臨床検査薬（試薬）を製造・販売している。治療薬は病気を治す薬であることに対して、臨床検査薬は
病気や治療の経過や予後の診断の補助に使われている。
・医療現場における試薬の用途拡大と共に出荷本数が増える中、製造工程の効率化が必要であった。

事業計画の概要

・臨床検査では第一試薬と第二試薬を使うが、多くの製品は別々に販売していた。近年、一体構造のボトルの
要求が増加していたので、設備投資を行い製造工程の効率化に取組んだ。
・従来はラベルを貼り付けた後に再度電子タグを貼る２工程だったが、新設備では１工程で貼り付ける仕様と
した。

事業化状況

・工程を改善し効率化できたことで生産量は向上した。投資対効果が実証できたので、他工程でも設備の刷
新を進めた。

臨
床
検
査
薬
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
と
、
生
産
量
の
一
層
の
拡
大
に
は
工
程
の
自
動
化
が
必
要
で
あ
り
、
今
回
、
容
器
や
ラ
ベ

ル
貼
付
け
工
程
を
改
善
し
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
た
。
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け
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向
上
へ
の
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み
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